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スポーツ×国際交流
・エチオピア人ランナーを活用したオリンピックレガシーの継承
市内周遊の促進、リピーターの確保
・参加者向けの観光ツアーを提供、地場産品を活用した参加賞
多くの方が親しめる環境づくり
・サステナブル応援エリアの設置、引退ランナーによるボランティア等

計画期間：～令和13年３月31日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

アベベ・ビキラメモリアル かさま陶芸の里ハーフマラソン大会
☞スポーツを「する」ためだけではなく、多くの人が楽しめる笠間市の魅力を知ってもうら機会を創出する
①スポーツ×国際交流 ②スポーツ×観光 ③スポーツ×ダイバーシティ
【KPI】 エントリー者数 R7年度:1,700人→R13年度:2,000人、参加者市内宿泊者数 R7年度:10人 → R13年度:50人

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題＞

スポまち！表彰2025
④茨城県笠間市

・少子化によるスポーツ人口の減少、イベント閑散期における来訪客の増加、類似大会による参加者争奪戦
☞多くの人々が参加できる、地域資源を活用した付加価値・集客力のある大会の開催が必要

〈総合的な取組内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

民間企業
宿泊事業者 ボランティア

実行委員会

エチオピア
笠間市国際
交流協会

協力 協力

地域振興への寄与ブランド化・ホスピタリティ強化 多くの人が参加、楽しめる仕組み

「スポーツシティ かさま」の推進
参 加 者 UP

↓
・国際交流 UP
・健康増進 UP
・地域振興 UP

笠間市

～21.0975km 駆け抜けるその先に～スポーツシティかさま

魅力的観光コース、地場産品活用

マラソン強豪国 エチオピアとの交流

観光・文化関係団体

笠間観光協会
笠間焼協同組合
ギャラリーロード商店会

スポーツ関係団体

笠間スポーツコミッション
笠間市スポーツ協会
茨城陸上競技協会等

する

みる ささえる

・参加者向けに観光ツアーを生成し、大会前後に巡る市内
半日ツアーや宿泊観光ツアーを提供

・現役を引退したランナーをセカンドキャリアとして当日ボラン
ティアとして採用
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